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　縁起を担いで恵方巻。２月、節分です。子供の頃は、巻きずしから嫌いな具だけ、パズルのように抜

いていました。表紙の撮影では、可愛い鬼の面を付けた子供たちが元気よく豆まきをしてくれましたよ。

　また一年、心の鬼と戦いながら良いこともたくさん呼び込めたらいいなと思っています。
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住みよさ実感　瀬戸内交流文化都市　たけはら

大工さんになって　歴史ある家屋を補修
～たけはら歴史体験講座～

Camera News
      カメラニュース

※「人のうごき」は、「れんらく板」に配置しています。

苦手は得意でカバー！
～発達障害啓発講演会～

よ

　１月 13 日、バンブー公園で、平成 31 年竹原市

消防出初式が開催されました。市消防団・企業の

自衛消防隊などが参加し、式では感謝状や表彰状

が授与されました。約 400 人の参加者による息の

合った分列行進も披露され、消防車両行進で実際

に動く消防車に子供たちは大喜び。

　出初式の最後を飾ったのは、一斉放水訓練です。

当日は天気にも恵まれ、色とりどりの放水が真っ

青な空によく映えていました。

　１月 20 日、市民館ホールで、発達障害啓発講

演会が開催されました。参加者は市民や、障害福

祉サービスに従事される人など、市外からの参加

も。講師はご自身も学習障害である大橋広宣さん。

障害があっても、両親や周囲の理解や支援により、

得意な分野を伸ばして社会で生きていけること、

自己肯定の大切さなどについて語られ、参加者か

らは、周囲の理解が大切だということを改めて感

じたなどの意見がありました。

防災の気持ち　心に強く
～竹原市消防出初式～

　１月 26 日、町並み保存地区で、たけはら歴史体

験講座が開催されました。

　今年の体験場所は、平成 30 年７月豪雨で被災し

た「頼惟清旧宅」です。

　雪の舞う天候の中、26 人の小学生たちが、「ちびっ

こ大工さん」になり、大工さんや左官さんから指導

を受け、頼惟清旧宅の床下に潜って土壁を補修した

り、カンナを使って箸を作ったりしました。

　今回が３回目の実施で、毎回たくさんの応募があ

る人気の講座です。文化生涯学習課の担当者は、「子

どもたちがたくさん参加してくれてうれしい。体験

を通して、竹原の歴史をたくさん学んでほしいで

す。」と、話しています。




